










日本語教育研究科は2 0 0 2年度に新宿区教育委員会と協定を結びました｡それは､本
研究科の大学院生を新宿区内の公立幼稚園､小中学校に｢日本語教育ボランティア｣と
して派遣し､日本語教育支援を行うという趣旨です｡この授業を受講した学生は､週に
1回は学校-行き､子どもに日本語を教え､あるいは学習の支援を行い､その実践記録
を大学の授業に持ち帰り､年少者日本語教育の課題について検討します｡つまり､この
ような授業システム自体が､年少者日本語教育の専門家養成の方法論なのです｡
授業で取り上げる課題は多岐にわたります｡日本語がまだ十分に使えないJ S Lの子
どもに対する文字指導､漢字指導から教科学習の指導､ 4技能を含むコミュニケーショ
ン能力の向上まであります｡難しい点は､成人を対象にした日本語教育と異なり､子ど
もの認知発達や成長の過程でどのように言語能力を伸ばし､かつどのように学習を支援
していくかという課題です｡また､そのような的確な指導を行っていくには､チビもた
ちの日本語能力の発達段階を把握することも必要です｡この実践では､そのために開発
された｢J SLバンドスケール｣も使用しつつ､実践に取り組んでいます｡
今回収録される論考は､ 2006年度秋学期の授業から生まれました｡尾関史の実践研
究は小学校のJ SLの子どもの主体性に注目した学習デザインと､ことばの学び､こと
ばの力の育成について考察した論考です｡小林美希の実践研究は中学生のJ S L生徒の
｢主体的な学び｣を読解指導過程の分析を通じて捉え直そうとした論考です｡いずれも､
J S Lのチビも-の日本語指導を､学習者の主体性に着目する近年の日本語教育､年少
者日本語教育全体の研究成果を踏まえた力作です｡
なお､ 2006年10月､これまでの実践研究論文をまとめた川上郁雄編『｢移動する子
どもたち｣と日本語教育一日本語を母語としないチビも-のことばの教育を考える-』
(明石書店)が刊行されました｡あわせて､ご覧いただければ幸いです｡
(カワカミ　イクオ･日本語教育研究科教授)
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